
NTT Research 2.0: 
シリコンバレーの熱をNTT Groupへ

シリコンバレーでは，大学等の基礎研究成果を基にしたStartupの例がいく
つもあります．NTT Research, Inc.（NTT Research）が過去 7 年間行って
きた基礎研究においても，ビジネス化可能な技術が生まれてきています．また
AI（人工知能）の大きな進展のように，社会の変化に合わせて研究テーマの見
直しも必要となっています．本稿では，次の10年間に向けて，NTT Research
がNTT Groupの発展に寄与するための展望について紹介します．
キーワード：#NTT Research 2.0，#シリコンバレー，#研究のビジネス化
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は じ め に

2026年NTT Research, Inc.（NTT 

Research）は設立から 7 周年を迎

えました．この会社は，2019年 7

月に，光量子計算，暗号の基礎理論，

医療を目的としたBio Digital Twin

という 3 つのテーマにおいて，基礎

研究に特化した活動を行うという方

針のもと，わずか10数名の研究者で

スタートしました．その設立の目的

は，基礎研究分野において世界トッ

プレベルの研究を行うことで，NTT

グループが世界に冠たる研究開発力，

技術力を持っていることを示し，

NTTグループの技術ブランドを世

界規模でアピールしていく，という

ところにあります．

この 7 年間で研究者は56名にまで

増え，Natureをはじめとして著名

な学術誌や，世界トップレベルの国

際会議で多数の研究発表を行うなど

の成果を上げてきました．一方， 7

年間の継続的な研究の結果，学術的

な基礎研究の結果生まれた技術の中

で，比較的近未来のビジネス展開が

可能と考えられる技術や，国家プロ

ジェクトの方向性と合致する研究活

動も生まれつつあります．

また NTT Research が位置する

シリコンバレーは，大学や国立研究

所の基礎研究から生まれた成果を基

に，ビジネスを築き上げていく文化

やエコシステムがあります．NTT 

Researchにおいても，基礎研究活

動をさらに活発化させるとともに，

基礎研究から生まれた技術をシリコ

ンバレーのエコシステムの中でビジ

ネス化していくことや国家プロジェ

クトへの参画による新たなビジネス

チャンスの探索といった取り組みを

行うところに活動範囲を広め，「NTT 

Research 2.0」として変革しようと

しています．

7 年間の成果

NTT Researchでは，アカデミア

の中で貢献する研究としての成果を

計測するために，良い論文を多く発

表 す る と い う KPI（Key 

Performance Indicator）を定めて

います．具体的には，論文が他者に

どれくらい参照されたのかという指

標を基にしたImpact Factorという

数値を基準として「論文の質」を評

価し，同領域の研究者であれば誰も

が知っているレベルと認識される

「5.0以上（同じような論文の参照を

基 準 と し た h5-median で 約70 以

上）」の論文を，ハイインパクトな

論文と定めています．そのうえで，

研究者 １ 人当りハイインパクトな論

文を年間 1 本以上発表することを目

標にしています（表）．

結果として，研究活動を開始した

2019年 7 月から2026年 3 月までの

約 7 年間において，ハイインパクト

な論文を467件発表し，また，その

中には，世界最高峰の科学誌として

知られるNature 5 件，Science 1

件，Nature姉妹誌26件が含まれて

います．また，研究分野によっては

論文誌ではなく特定の国際会議にお

いて発表を行うことが，アカデミア
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の中で技術的なポジション確立への

貢献度が大きい場合もあります．暗

号の基礎理論や，AI（人工知能）が，

このような分野に当たります．暗号

理論においては世界最高峰の国際会

議といわれるCrypto，EuroCrypt

において，他の世界的研究組織を大

きく凌駕する件数の発表を行い，こ

の分野における世界的研究リーダと

しての地位を確立しました．またAI

分野においても，NeurIPS，ICML，

ICLRという機械学習関連の国際会

議で継続的に論文発表することで，

NTTのブランド価値の向上を図っ

ています．

NTT Researchでは，このような

研究成果を上げ続けていくために，

優れた研究者を世界中から採用する

こ と に も 力 を 注 い で き ま し た．

Stanford大学，MITなどの米国の

研究大学と呼ばれるトップレベルの

大学には，米国だけでなく世界中か

らの優秀な学生が博士課程に進学し

てきています．NTT Researchにお

いても，現在米国出身者が約30％，

ヨ ー ロ ッ パ・ 中 東 の 出 身 者 が 約

20％，日本人約20％，日本以外の

アジア・オセアニア約30％と世界中

から研究者が集まる研究所となって

います．

また優れた学術的な研究の中には，

特許として知的財産を確保すべき技

術も多数あり，この 7 年間に143件

の特許を出願し，すでに41件の特許

が登録されています．

基礎研究の今後

2019年に NTT Research の研究

テーマは，光量子計算，暗号の基礎

理論，医療を目的としたBio Digital 

Twinという 3 つのテーマで始まり

ましたが，現在，図 1に示すように，

新素材の探求といったハードウェア

に関する研究から，AIや医療分野の

ようなソフト的な研究まで幅広く活

動を行っています．

光量子計算については，古典的な

コンピュータが真空管から半導体，

特にシリコンウエハ上の大規模集積

回路（LSI）に移行することで実用

性が向上したのと同じように，レン

ズを組み合わせた光学系の装置から，

光を通す薄膜上に集積された光回路

を作成する光LSIを実現することで，

光量子コンピュータ，並びにLLM

（Large Language Models： 大 規

模言語モデル）の推論を高速化・低

消費電力化する光コンピュータの研

究開発を新しい重点項目として取り

組んできています．最近のこの研究

の成果の 1 つは，ハードウェアとし

ては 1 つの光デバイスに複数の機能

を持たせることができる，すなわち，

Programable な光デバイスです．

これについては，本特集の中で紹介

します．

他には，急速に発展しているAI

については，AIのメカニズムや学習，

推論の過程のダイナミズムを解析す

ることにより，AIをブラックボック

スとして扱うのではなく，AIの本質

的な動作を解明することを行ってい

ます．この研究の大きなゴールは，

暗号の基
礎理論
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研究テーマの拡大
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表　研究者数と論文数の推移

年度 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

ハイインパクトな
論文数 18 39 68 83 82 92 85

年度末研究者数 29 37 43 48 49 50 55
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人間とAIが今後どのように共存・

協調していくべきかという大きな

テーマに対する解を見出していくこ

とであり，この取り組みについても，

本 特 集 で 紹 介 し ま す． ま た Bio 

Digital Twinの精度を高めるために，

生体情報を正確に計測するための医

療用の計測デバイスや，そのデバイ

スに必要な機能を持たせるための新

素材の開発といった研究も推進して

います．

このようにNTT Researchは，次

の 5 年，10年後の社会の要請にこた

えるために，新しいテーマを加えつ

つ研究開発に取り組んでいます．そ

の中で2026年 5 月に，今まで 7 年

間光コンピュータ，光量子計算の研

究 を リ ー ド し て き た Physics & 

Informatics Laboratories（PHI 

Lab.）所長の山本喜久に代わり，元

NTT先端技術総合研究所所長の寒

川哲臣を新たな所長として迎えてい

ます．

PHI Lab.新所長からの挨拶

PHI Lab.ではこれまでコヒーレン

トイジングマシン（CIM：Coherent 

Ising Machine）＊1の研究基盤をつく

るとともに，次世代の光デバイスの

プラットフォームとして期待される

T F L N （ T h i n - F i l m  L i t h i u m 

Niobate：薄膜リチウムナイオベー

ト）とシリコンフォトニクス技術を

融合した新しい光機能デバイスの研

究を加速中です．CIMは単独の「最

適化専用マシン」としてだけでなく，

物理系を使ったサンプリング，確率

的探索，生成モデル，組合せ最適化

アクセラレータとして再定義したう

えで，NTT物性科学基礎研究所と

も連携し，当初の目的であった光量

子ニューラルネットワークの実現に

挑みます．TFLNベースの非線形集

積フォトニクス技術は，AI時代のボ

トルネックとなる高効率なMAC

（ M u l t i p l y - a c c u m u l a t e 

calculation）演算＊2・メモリ・通信・

I/O・電力の課題解決に貢献するた

めに強化していきます．

NTT Research 2.0の取り
組み

NTT Researchの設立の目的でも

あるNTTグループの技術ブランド

の向上のために，NTT Researchで

は，自身の研究開発の成果に限らず

NTTグループの研究開発，新サー

ビスを基に，主に日本国外向けに

NTTグループの技術力について，

NTT Research の Technology 

EventであるUpgrade（図 2）や，

事業会社からの依頼によるビジネス

イベントでの講演，顧客向けの個別

の講演といった活動を積極的に行っ

てきました．

技術力についてのマーケティング

活動も重要ですが，この 7 年間の研

究活動の結果の中には，社会実装が

可能と思われる成果も出てきていま

す．シリコンバレーでは，大学や国

立研究所で生まれた基礎研究の成果

を基にしたStartupを育てていくエ

コシステムと文化があります．シリ

コンバレーという言葉自身，ベル研

究所でトランジスタを発明したウィ

リアム・ショックレーが，Beckman 

I n s t r umen t s（現 Beckman 

Coulter：医療系のテスト装置の会

社．創業者のBeckmanもカリフォ

ルニア工科大学の教授からこの会社

を興した）の子会社として，ショッ

ク レ ー 半 導 体 研 究 所（Shockley 

Semiconductor Laboratory）を創

設したことに由来しており，新しい

技術をStartupとしてビジネス化し

ていく文化は，Startupのつくり方

が，大きな会社の子会社から，新し

い ビ ジ ネ ス に 投 資 す る Venture 

Capital主体のエコシステムへと変

化してきた中でも連綿として続いて

います．一方で単にStartupとして

すぐに市場の中でビジネス化できる

というよりは，国家プロジェクトの

ように社会の大きな方向性の中で，

基礎研究から生まれた技術を社会実

装に役立てたほうが良い場合もあり，

このような取り組みに対してもNTT 

Researchの研究活動が組み込まれ

始めています．

NTT Researchでは，今後も基礎

研究については継続的に世界的な研

究者に集ってもらいながらその活動

をさらに加速化していきます．同時

に，シリコンバレーのエコシステム

＊ 1 	�CIM：光学技術を基にした組合せ最適
化問題向け量子コンピュータ．

＊ 2 	�MAC演算：積和演算といい，積の和
を求める処理で，ニューラルネットワー
クを基にしたAIで非常に多く用いられ
ます．
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の中での技術のビジネス化や，国家

プロジェクトによる近未来での社会

実装の実現といった取り組みをNTT 

Research 2.0として総称し，2026

年に新たな事業方針として制定しま

し た． ビ ジ ネ ス 化 に つ い て は，

Scale Academyと呼ぶチームを立

ち上げ，このチームが中心になり

NTT Research発の技術をStartup

のかたちとしてSpinout（特定の技

術・サービスに注力する新会社）さ

せるために，元の技術に関連機能を

付加することで売り物として仕立て

ることや，最適なビジネスパートナー

の開拓を行う活動を始めました．最

初のビジネス化の取り組みは，NTT 

Research　Cryptography & 

I n f o r m a t i o n  S e c u r i t y 

Laboratoriesで研究開発してきた

暗号技術であるABE　（Attribute-

Based Encryption）を基にし，社

内外での情報流通やAgent AIなど

とのデータの学習時に個人情報，機

密情報を守ることで，情報流通の促

進と個人情報・機密情報の保護を両

立させるSaltGrainサービスです．

この取り組みについても，本特集の

中で紹介します．

また国家プロジェクトについては，

日本の国立研究開発法人である産業

技術総合研究所に協力し、PHI Lab.

で進めているTFLN上に光の集積回

路を作成し，センシングや演算など

の機能を実現するプロジェクトを進

め て い ま す．Medical & Health 

Informatics Laboratoriesにおいて

もHarvard大学などと共に，米国に

おける国立研究プロジェクトに対し，

IPS細胞を基にした小児心臓疾患の

患者に対する補助人工心臓の研究開

発を行う予定です．

次の 7 年，10年に向けて

15年前には，概念として遠い将来

AIが人間と同じように知的な処理が

できるのではないかと思われていま

し た が，2025年 に 現 在 の よ う な

LLMやGenAIができるとは，とて

も思われていませんでした．一方で

研究の分野によっては，15年前も現

在も基礎研究として着実に研究を進

めて，ゴールに到達させる努力を必

要 と す る 研 究 も あ り ま す．NTT 

Researchの研究には，このどちら

の側面も含まれていると考えてい

ます．

今までの 7 年の活動と経験をもと

に，NTT Researchは時代にあった，

未来の社会を見据えた基礎研究で世

界をリードしNTTの技術ブランド

を高めていくとともに，シリコンバ

レーならではのエコシステムの活用

による社会実装の両輪で，NTTグ

ループに貢献し続けていきたいと考

えています．

（左から）	 小澤  英昭/ 寒川  哲臣

シリコンバレーでは基礎研究の成果を基に生ま
れたStartupがいくつもあります．Startupのチャ
レンジは失敗に終わることもありますが，シリコ
ンバレーは多くの失敗や成功を繰り返して進んで
いく熱量があります．NTT ResearchもNTT 
Research 2.0として，シリコンバレーの中でチャ
レンジしていきます．多くの経験，気付き，ネット
ワーク，成功，失敗をもとに，シリコンバレーに
おける新しいビジネスを成功させる手法や，新し
いビジネスを生み出していく熱を，NTTグループ
へ還元していきたいと考えています．

◆問い合わせ先
NTT Research, Inc.
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